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採
血
器
具
キ
ャ
ッ
プ 

　
　
使
い
回
し
に
つ
い
て 

　
勝
山
市
に
お
い
て
、
平
成
１８
年
度
、
１９

年
度
で
実
施
し
ま
し
た
糖
尿
病
予
防
教
室

な
ど
で
の
、
自
己
血
糖
測
定
器
の
不
適
切

な
使
用
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
様
に
ご
心

配
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
、
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
後
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
安
心
し
て

保
健
事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

体
制
を
整
え
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
ま
た
、
肝
炎
に
つ
い
て
ご
心
配
な
か
た

は
、
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
案
内

し
ま
す
。 

検
査
の
対
象
者
▼
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
。
た
だ
し
、

平
成
２０
年
4
月
１
日
前
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
た
か
た
を
除
き
ま
す 

○
平
成
4
年
以
前
に
、
輸
血
を
受
け
た
か
た
 

○
大
き
な
手
術
を
受
け
た
か
た
 

○
平
成
6
年
以
前
に
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
の
投
与
を
受
け
た
か
た
、
ま
た
は
そ
の

可
能
性
が
あ
る
か
た 

○
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を
受

け
た
か
た
、
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る

か
た 

○
長
期
に
わ
た
り
、
血
液
透
析
を
受
け
て
い

る
か
た 

検
査
の
対
象
者
▼
市
内
に
お
住
ま
い
の
４０
歳

以
上
の
か
た
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
た
 

負
担
金
▼
 

　
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
　
１
7
0
0
円
 

　
Ｂ
型
肝
炎
の
み
　
　
　
　
１
2
0
0
円
 

　
Ｃ
型
肝
炎
の
み
　
　
　
　
１
7
0
0
円
 

 ○
臓
器
移
植
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
た 

○
薬
物
を
濫
用
し
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
入

れ
墨
を
し
て
い
る
か
た 

○
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を
施
し
て
い
る
か
た
、
ま

た
は
施
し
た
こ
と
が
あ
る
か
た 

実
施
期
限
▼
平
成
２１
年
3
月
３１
日 

負
担
金
▼
無
料 

①
福
井
県
緊
急
ウ
イ
ル
ス
検
査 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の 

　
　
　
　
　
　 

ご
案
内 

②
勝
山
市
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

と
　
き
▼
第
2
・
4
月
曜
日
 

　
　
午
後
１
時
〜
2
時
３０
分
 

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査 

と
　
き
▼
月
〜
金
曜
日
 

　
　
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
 

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
相
談 

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　（
1

６６
‐
2
0
7
6
） 

　
毎
週
水
曜
日
 

　
　
午
前
9
時
〜
１１
時
３０
分
 

す
こ
や
か
健
康
相
談 

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」 

①
番
入
口
　
健
康
長
寿
課 

　
　
　
　
　（
1

８７
‐
0
8
8
8
） 

※
①
②
の
検
査
は
、
と
も
に
事
前
予
約
が
必
要
 

6月定例市議会 6月定例市議会 

1
億
9
1
1
2
万
6
千
円
増
額
の
 

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決
 

1
億
9
1
1
2
万
6
千
円
増
額
の
 

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決
 

愛
称
愛
称
は『
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
』に
決
定
決
定
！ 

愛
称
は『
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
』に
決
定
！ 

勝
山
市
地
域
職
業
相
談
室 

　
勝
山
市
地
域
職
業
相
談
室
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内

外
か
ら
２０
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
た
び
、
室
谷
圭
子
さ
ん
（
大

野
市
在
住
）
の
「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
室
谷
さ
ん
は
、
相
談
室
を
訪
れ
た
際
、
こ
の
募
集
を
知
り
「
な

じ
み
深
い
『
ワ
ー
ク
』
と
い
う
言
葉
と
『
か
つ
や
ま
』
を
合
わ
せ

る
と
い
い
な
。」
と
の
思
い
か
ら
、
応
募
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
開
通

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
開
通
5
周
年
周
年
 

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
開
通
5
周
年
 

〜
創
業
期
か
ら
成
長
期
〜 

　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
㈱
は
平
成
１５
年
7
月
２０
日
に
部
分
開
通
、
そ
し
て
１０
月
に
全
線

開
通
し
、
今
年
は
開
通
5
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
よ
る
企

業
努
力
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
よ
り
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
１９
年
度

年
間
乗
客
数
3
0
7
万
人
（
前
年
比
5
・
2
％
増
）
を
達
成
し
ま
し
た
。 

　
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
支
援
事
業
補
助
金
（
欠
損
補
助
金
）

も
減
少
し
て
お
り
、
勝
山
市
と
し
て
は
平
成
１９
年
度
当
初
6
4
5
5
万
9
千
円
を

想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
0
4
0
万
円
と
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
、
よ
り
一
層
の
電
車
利
用
促
進
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

市
内
で
の
乗
車
人
数
は 

　
　
　
　
　
　
減
少
傾
向 

市
内
で
の
乗
車
人
数
は 

　
　
　
　
　
　
減
少
傾
向 

　
勝
山
永
平
寺
線
、
三
国
芦
原
線
の
両
線
と

も
、
乗
車
人
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平

成
１８
年
度
に
は
京
福
電
車
当
時
の
利
用
者
数

を
超
え
、
平
成
１９
年
度
も
順
調
に
増
加
し
て

い
ま
す
（
表
１
、
2
）。 

　
し
か
し
、
勝
山
市
内
駅
で
の
利
用
者
数
の

推
移
を
み
る
と
、
平
成
１７
年
度
を
ピ
ー
ク
に
、

年
々
わ
ず
か
ず
つ
で
す
が
減
少
し
て
い
ま
す

（
表
3
）。 

　
電
車
利
用
の
意
識
を
高
め
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
電
車
に
乗
る
機
会
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。 

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
開
通
 

　
5
周
年
イ
ベ
ン
ト（
予
定
） 

　
今
年
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
は
開
通
5
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
沿
線
市
町

の
交
流
を
図
る
た
め
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。 

●
勝
山
市
会
場
●
 

と
　
き
▼
8
月
１５
日（
金
）〜
１６
日（
土
）
 

と
こ
ろ
▼
勝
山
駅
 

と
　
き
▼
１０
月
１１
日（
土
）〜
１２
日（
日
）
 

と
こ
ろ
▼
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
 

（
う
ま
い
も
ん
祭
り
）
 

●
福
井
市
会
場
●
 

と
　
き
▼
１０
月
１９
日（
日
）
 

と
こ
ろ
▼
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
福
井
口
駅
会
場
 

※
そ
の
他
、
沿
線
市
町
に
お
い
て
も
開
催
予

定
 え

ち
ぜ
ん
鉄
道
お
客
様
相
談
室 

　
　（
7
0
1
2
0
‐
8
4
0
‐
5
0
8
）
 

生
活
環
境
課
　

　
（
1

８８
‐
8
1
0
4
）
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電車利用者数の推移 

路線別分析　えちぜん鉄道乗車人員 

勝山市内駅乗車人数 
　　　（勝山駅・比島駅・発坂駅・保田駅・小舟渡駅） 

表1

表2

表3

■代行バス 
■永平寺線 
■鉄道 

■三国芦原線 
■勝山永平寺線 

－■－勝山駅 
　■　合計 

平成１２ 
（京福） 

平成１５ 平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

59,754 149,529 160,344 155,806 153,657

49,610

123,244
131,071

127,563 126,625

平成２０ 
（目標） 

平成１３ 
（京福） 

平成１４ 平成１５ 平成１６ 平成１７ 平成１８ 平成１９ 平成２０ 
（目標） 

595,673

1,063,162

467,489

1,391,309

2,424,588

1,033,279

1,632,361

2,795,047

1,162,686

1,725,860

2,918,449

1,192,589

1,832,522

3,071,186

1,238,664

190,000

320,000

130,000

6
月
定
例
市
議
会
が
6
月
１０
日
か
ら
２５
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

山
岸
市
長
は
招
集
の
あ
い
さ
つ
で
、「
災

害
に
強
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
精

力
的
に
進
め
て
い
く
。」
と
、
耐
震
化
促
進

に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
予
　
算
●

勝
山
市
一
般
会
計
は
１
億
9
１
１
2
万
6

千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１
１
3
億
6
2
1

2
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
各
施
設
に
お

け
る
耐
震
関
係
、
道
路
整
備
事
業
、
景
観
整

備
事
業
、
財
政
調
整
基
金
積
立
な
ど
の
費
用

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
補
正

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
条
例
等
●

市
税
条
例
の
一
部
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

●
そ
の
他
●

・
そ
の
他
、
3
つ
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
・
3
つ
の
意
見
書
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

・
１
つ
の
請
願
が
不
採
択
、
3
つ
の
陳
情
が

採
択
、
１
つ
の
陳
情
が
趣
旨
採
択
、
１
つ

の
陳
情
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

●
委
員
の
推
薦
●

（
敬
称
略
）

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

久
保
　
純
兒
（
本
町
4
）

招集のあいさつを
する山岸市長

市長から記念品を受け取る室谷さん


